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具体化の４ つの方向

そだつ

つながる

つく る
個性的な

文化の創造を

促進する

文化の発信及び

機会の充実

すべての区民が
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仕組みづく り

区民主体の

文化芸術活動への

支援

文化芸術の

枠組みを 超えた

連携の推進

質の高い

文化芸術の

提供と 発信

多様性社会に

ふさ わし い

文化芸術の推進

多く の人がともに

文化に関わる

ひろがる

第５ 章

具体化の
方向

 Ⅰ イメージ図及び体系図
振興ビジョ ンを継承し 、 “区民とともに”北区の文化

芸術を創造する視点を強調し 、「 つく る＝個性的な文

化の創造を促進する」、「 そだつ＝すべての区民が主

役になれる仕組みづくり」、「 ひろがる＝文化の発信及

び機会の充実」、「 つながる＝多く の人がともに文化に

関わる」の４つの柱で具体化を図っていきます。

Chapter

Kita City, Tokyo
Vision of 
Culture and the Arts
2020
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つく る
個性的な
文化の創造を
促進する

区民主体の文化芸術活動への支援

質の高い文化芸術の提供と発信

多様性社会にふさわしい文化芸術の推進

文化芸術の枠組みを超えた連携の推進

すべての区民が文化芸術に触れ、いきがいを感じ て活動する

歴史的な文化の継承とともに、新たな文化を創造する

区内外に北区らし い文化芸術を発信し 、地域ブランド 力を向上さ せる

1

2

3

1

2

3

4

だれもが いきいきと活動できる
文化の香り 高いまち 北区

すべての区民が
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仕組みづくり
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多く の人が
ともに文化に
関わる

そだつ ひろがる つながる

（ ３ ）文化芸術創造のための

環境づくり  

①区立施設の有効活用と
　 機能向上  

②文化団体の活動支援

（ ２ ）歴史的文化の

継承と活用

①伝統文化の継承

②文化遺産の保存・ 活用

（ １ ）北区らしい

個性的な文化芸術の創造

①オリジナリ ティ あふれる
　 創造活動の推進

②特色ある
　 地域文化の掘り 起こし

  

具体化の方向

具体化への視点

基本目標

将来像

（ ３ ）文化芸術を支える

仕組みづくりと人材の育成

①若手アーティスト 等への
　 育成支援

②文化芸術活動を
　 応援する仕組みづく り

（ ３ ）高い専門性や資質を

持つ人材への支援

①全国レベルで
　 活躍する人材の活用

②コーディ ネート する
　 人材の発掘

（ ２ ）協働や連携等で発展する

文化芸術活動

①多様な主体との
　 協働・ 連携

②文化芸術を通じた
　 様々な交流  

（ １ ）地域のにぎわいづくり

①人と人をつなぐ
　 地域コミュニティ の形成

②区民に親しまれる
　 場の充実

（ ２ ）シティ プロモーショ ンの推進

①まちの景観及び
　 観光資源の活用

②広く 区内外に
　 魅力を伝える情報発信

（ １ ）文化芸術に触れる

きっかけづくり

（ ２ ）だれもが参加・ 鑑賞できる

機会の充実

①幅広い世代の参加促進

②シニア世代の
　 いきがいづく り

③障害のある人や
　 外国人への配慮

（ １ ）子どもたちが文化芸術に

親しむ機会の拡充

①子どもの鑑賞及び
　 体験事業の実施

②子どもたちの発表・
　 学習機会の充実

施策体系図
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 Ⅱ 具体化の方向

 １  つく る   
  個性的な文化の創造を促進する

北区には、長い歴史を踏まえた独自の伝統文化、暮

らし の文化があり、特色ある文化を育んできた土壌が

あります。

そこで、本ビジョ ンの第1の柱として、「 つく る」 を掲

げ、文化芸術の推進による北区らしさの一層の発展を

目指します。

 （ １） 北区らしい個性的な文化芸術の創造

年齢や性別、国籍などを超えて、交流し 、感動し 、い

きがいを感じ る機会をつく り、だれもが創造に参加で

きる事業を展開します。

①オリジナリティ あふれる創造活動の推進

北区はこれまでも「 北とぴあ国際音楽祭」 における

バロッ ク・ オペラの自主制作など、オリジナリティ の高

い創造活動を推進してきました。

また、北区つかこう へい劇団の運営では、地域に根

ざし た創造活動として大きな成果をあげました。舞台

芸術創造支援事業は、その遺志を引き継ぎ、舞台芸術

による文化の創造と発信をしています。

今後も、これまでの蓄積を踏まえながら、特色ある

文化芸術事業を展開します。

具体例 ○北とぴあ国際音楽祭 ○舞台芸術創造支援事業

○北彫展

 ★検討・ 拡充

 ○継続実施
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　 北とぴあ国際音楽祭は平成７（ 1995） 年の開始以来、「 古楽」

を重要な柱として開催しています。古楽とは主にバロッ ク 時代以

前の音楽のこと 。一般にクラシッ クの名曲として知ら れているの

は、古く てもバッハなど18世紀以降の作品ですが、実はそれ以前

の音楽には、古い時代にあり ながら 現代人にとって斬新な音楽

や、癒やし の音楽が多く 、古楽は知ら れざる名曲の宝庫なのです。

　 また、バロッ ク時代以降の作品でも、作曲当時の楽器もしく は

当時の状態に復元し た楽器を使用し 、作曲家の考えや当時の演

奏習慣などに深い研究を重ね作品の本質に迫った演奏をする、

という 考え方も含みます。

　 よく 知っている曲も新鮮に聞こえ、新たな発見ができるのが魅

力です。

北とぴあ国際音楽祭

オペラ《 リナルド 》
© K.M iura

北彫展

C
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北とぴあ国際音楽祭
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② 特色ある地域文化の掘り 起こし

地域の中で受け継がれてきた文化や芸能など、特色

ある地域文化を掘り起こし 、まちづく りや地域活性化

などに活かしていく 創造的な活動を促します。

特に、子どもたちが地域固有の文化に関わり、地域

への愛着を抱きながら、自発的に継承していく 仕組み

が大切です。地域文化の創造活動については、こうし

た子どもたちの体験をさらに重視します。

また、北区には明治から昭和の戦前にかけて形成さ

れた田端文士芸術家村という 歴史、浮間の伝統行事

のマンゴリや桜草、滝野川ごぼうなどのように、一度途

絶えてしまったが地域住民や専門家の調査・ 研究によ

り再発見されたり、復活した文化があります。

このように、時代の変遷の中で失われてしまった地

域文化についても、可能なものは復活に向け支援をし

ます。

具体例 ○田端文士村記念館事業

文化の香り 高きまち・ 田端

　 田端文士村記念館では、田端ゆかりの作家の絵画や彫刻、原

稿などを収集し 展示しています。平成27（ 2015） 年の展示スペ

ース拡張リニューアル以後は、大々的に企画展を開催しTV、新聞、

各種メ ディアで紹介さ れるよう になりまし た。また、周辺の学校

施設、 JR「 田端駅」 や地元の老舗劇団「 文化座」 との事業連携、

漫画・アニメ・ ゲームといった他の分野ともタイアップ企画を実施

し 、区内はもとより 全国から注目を集めています。

　 一方で、近年の調査活動により二葉亭四迷、直木三十五、青木

繁など有名作家・ 画家が田端に暮らしていたことがわかりまし た。

今後も 基礎研究・ 調査を継続して行い、新たな魅力を広く 伝えて

いきます。「 文化の香り高きまち・ 田端」という 対外的ブランド 力の

向上、ひいては区民のシビッ クプライド の醸成につながる施設を

目指していきます。

C
o

lu
m

n

田端ひととき散歩　 散策の様子田端ひととき散歩　 講義の様子
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 （ ２） 歴史的文化の継承と 活用

北区が誇る伝統文化や文化遺産を保存し 、次世代

に継承していく ために、文化資源の積極的な活用に取

り組みます。

一方、北区が行う文化施策のみならず、地域には、古

く から独自に育んだ「 まつり」などが存在しています。

これまで行ってきた歴史・文化に関する取組みを振

り返り、多様な人 に々「 自分たちの住んでいる土地」 の

素晴らしさを感じ てもらうとともに、シティプロモーシ

ョ ンや観光などの分野と連動し 、地域の文化を区外に

もＰＲし 、魅力が伝わるよう 普及を図ります。

① 伝統文化の継承

北区には、長い年月をかけて育まれてきた伝統芸能

や伝統工芸をはじ めとする多く の伝統文化が区民主

体で保存･継承されています。

こうし た伝統文化に、区民が愛着と誇りを持つこと

ができるよう 、身近に触れる機会の拡大などの環境整

備を進めます。

また、北区指定無形民俗文化財である「 稲付餅
も ち つき

搗

唄」「 王子田楽」「 白酒祭」を保存・ 伝承している団体に、

継承のための支援を行います。

具体例 ○北区指定無形民俗文化財

 「 稲付餅搗唄」「 王子田楽」「 白酒祭」

○北区伝統工芸展

稲付餅搗唄
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② 文化遺産の保存・ 活用

北区には指定史跡に指定されている中里貝塚をは

じめ、旧岩淵水門、旧醸造試験所、中央図書館（ 赤レン

ガ図書館） など歴史ある建物や場所が数多く 存在しま

す。それら文化遺産を保存し 、積極的な活用を図ります。

また、「 東京北区渋沢栄一プロジェクト 」 では、日本

の近代経済社会の基礎を作った渋沢栄一をテーマに、

渋沢史料館と連携し 、多様な事業を展開します。

その他、文化遺産ウォッチ（ 緊急に保存・ 修繕などの

措置が求められている文化遺産）に選定された稲荷湯

や、国の登録有形文化財に指定さ れた旧赤羽台団地

のスターハウスなど、歴史的な名所、街並みや景観、映

画やドラマ等の舞台となった場所などを文化資源と捉

え、積極的にＰＲします。

具体例 ○東京北区渋沢栄一プロジェ クト

○中里貝塚の保存活用と 整備

★産業文化遺産関連施設などの活用 

王子田楽

白酒祭
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稲荷湯

旧岩淵水門

中央図書館
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 （ ３） 文化芸術創造のための環境づくり

すべての区民が文化芸術活動において創造性を発

揮できるよう 、区立施設の有効活用や機能向上を図る

とともに、文化団体が区内で積極的に活動できるよう 、

ハード・ソフト 両面から環境を整備します。

① 区立施設の有効活用と機能向上

旧豊島北中学校をリノベーショ ンして誕生したココ

キタ では、文化の創造活動が自由に行えるようにスタ

ジオやアト リエなどを整備しています。

引き続き、ココキタが多様な文化芸術の創造拠点と

なることを目指します。

一方、北とぴあ・ 赤羽会館・ 滝野川会館をはじ め、ふ

れあい館、文化センター及び図書館など、区内各地域

に点在する公共施設が老朽化に伴う 改修の時期を迎

えています。

今後、このよう な文化芸術創造の拠点となりうる施

設の新設または改修等にあわせて、文化芸術活動の

裾野を広げるために、子育て世代や高齢者、障害のあ

る人などが、より一層、利用しやすい施設にしていく と

ともに、多く の人が集い、にぎわう 拠点施設としての視

点を入れ、機能向上を図ります。

具体例 ★区有施設の改修にあわせた機能向上

★ココキタ 事業の充実

ココキタ

　 閉校し た中学校の校舎部分をリノベーショ ンして、ダンスや演

劇、音楽等多様な文化芸術活動に使用できるスタ ジオやスペー

スを備えています。

　 リ ーズナブルなレンタル料で貸し 出しするスペースは全１７ 部

屋。第一線で活躍するアーティスト やクリエイターから 、趣味で集

まるグループまで幅広い世代の人たちに利用されています。

C
o

lu
m

n

ココキタ での活動風景ココキタ
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② 文化団体の活動支援

区内では、区民が主体的に文化芸術活動を行う 団

体（ 文化団体） を結成し 、定期的に活動することで、た

く さんのコミ ュニティ が生まれています。

これらの文化団体が、より一層、地域で活発な活動

が展開できるよう 、適切な支援を行います。

また、文化団体の活動に参加していない個々の区民

には、文化センターなどが各種講座や教室などを開催

し 、文化芸術に触れる機会を幅広く 提供します。

あわせて、文化団体への加入促進の仕組みづくりや

実態把握とともに、文化団体の後継者育成・ 支援など

文化団体への支援のあり方についても検討します。

町会･自治会やシニアクラブなどが地域で行ってい

る文化芸術活動については、より身近な場所で、より

多く の人が活動できるよう、ふれあい館や町会・自治会

会館などの利用に向けた環境整備を推進します。

北区伝統工芸展

ココキタ 1階

カフェ「 ぱれっと 」
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Ⅱ 具体化の方向

 ２  そだつ 
  すべての区民が 
  主役になれる仕組みづく り

北区らしい文化芸術の創造や歴史文化の継承がな

されていく ためには、区民に、区の文化芸術活動の主

役として活躍してもらうことが何より重要です。

そこで、本ビジョ ンの第２ の柱として「 そだつ」 を掲げ、

区内における文化芸術に関わる様々な人材の活動を

支援します。

特に、次代を担う 子どもや若い世代が、自主的かつ

主体的に文化芸術に親し む機会を提供していく こと、

また、すべての人が生涯を通じ て文化芸術に触れ、活

動を行うことができるようにすることは重要なテーマ

です。

そして、区民の文化芸術活動を支える人が育つこと

も不可欠です。

 （ １） 子どもたちが文化芸術に親しむ機会の拡充

これまで行ってきた子どもを対象とした文化事業や、

学校における文化芸術教育への取組みを継続し 、ゼロ

歳児から中高校生に至るまで、子どもたちが切れ目な

く 文化芸術に触れ、さらには体験・ 習得する機会を提

供します。

① 子どもの鑑賞及び体験事業の実施

幼少期から文化芸術に触れることは、感性が磨か

れ、心豊かな大人に成長することにつながります。そこ

で、子どもの頃から、様々な場所で文化芸術を鑑賞･体

験できる機会を提供します。

「 子ども文化教室」 など、他の地域にはない、一流の

アーティ スト が長期にわたり 育成に携わる事業を継

続・ 拡大します。
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また、区内の図書館では、乳幼児や小学生を対象に

“おはなし 会”を開催し 、絵本の読み聞かせを行うなど、

関心を高める機会を提供しています。

具体例 ○児童ダンス☆演劇教室 ○乳幼児向けコンサート

○子ども 文化教室 ○スクールコンサート

○輝く ☆未来の星コンサート

輝く ☆未来の星コンサート

児童ダンス☆演劇教室

子ども向け事業

　 小さ い頃から文化芸術の鑑賞体験ができるよう 、 0歳から 親

子で気軽に楽し める公演から 、一流のステージを家族そろって鑑

賞できる本格的な公演まで、成長の段階に合わせて来場できる

プログラムを用意しています。

　 また、劇場で気持ちよく 過ごすための〈 おやく そく 〉を知っても

らうために、「 親子で楽し い鑑賞マナーリーフレット 」を作成して、

公演の際に配布しています。

　 劇場が、子どもたちにとって沢山の出会いがある魅力的な場所

になるよう 、これからも様々な取組みをしていきます。

C
o
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子ども 文化教室

発表会（ 雅楽）

子ども 文化教室（ 日本舞踊）

具体例 ○子ども 文化教室発表会

○小中学校における吹奏楽活動等の推進

子ども文化教室　

　 ココキタ 内に日本舞踊・ 落語・ 雅楽・ 鍛金･彫塑の５ 種目の教室

を開設し 、子どもたちに日本古来の文化や伝統工芸、芸術を体験

し 親し む機会を提供しています。北区に住む（ 通園・ 通学含む）４

歳から高校生までの子どもたちが、各分野の第一線で活躍し 、北

区にゆかりのある講師たちから 教えを受けています。

　 ３ 月には舞台と 展示での発表会があり、子どもたちの大きな成

長を見ることができます。

C
o

lu
m

n

② 子どもたちの発表・ 学習機会の充実

区立の小中学校では、北区の歴史などについて学

ぶ機会があるほか、連合音楽会・ 連合学芸会・ 連合

展覧会などの連合文化行事等を通じ て児童・ 生徒

の文化芸術活動を推進します。

また、文化芸術に関する興味・ 関心を高めるための

契機として、子どもの読書活動などを推進していく こ

とも必要です。
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 （ ２） だれもが参加・ 鑑賞できる機会の充実

文化芸術に触れる機会や学びを求めている多様な

世代に向けた事業に取り組みます。これまでは参加率

が比較的低かった若年層や子育てファミリー層の取り

込みを目指すとともに、人生100年時代に向けた高齢

者のいきがいづくりや多世代との交流を目指します。そ

して、文化団体へ加入するなど、すべての人が日々の生

活の中で無理なく 文化芸術の鑑賞や参加の機会が増

えるように進めます。

① 幅広い世代の参加促進

初心者を対象とした入門講座の開催などで、幅広い

世代の理解や興味・ 関心を深めていきます。

具体例 ○北とぴあ演劇祭でのワークショ ップ 開催

★初心者向け音声ガイド の導入

★初心者入門講座の開催

北とぴあ演劇祭

老いと 演劇のワークショ ップ
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② シニア世代のいきがいづく り

人生をより充実させるために、文化芸術活動でのい

きがいづく りや活躍の場を求めている方に、気軽に体

験できる機会を提供します。

また、文化芸術活動に参加するための相談窓口の

設置を検討します。

具体例 ○観光ボランティアガイド  ○北区ことぶき大学

○文化センタ ー事業 ★相談窓口の設置検討

観光ボランティアガイド

北区ことぶき大学
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中央図書館での

バリアフリ ー朗読会

日本文化体験イベント

③ 障害のある人や外国人への配慮

障害の有無に関わらず、だれもが気軽に参加できる

教室の開催や作品展示等を推進するなど、多様な人々

が文化芸術活動に参加し 、楽し むことができるよう 機

会の充実を図ります。

また、区内に住む外国人が日本文化を体験すること

や、日本人である区民が外国の文化に触れることによ

り、国籍の異なる人が互いに認め合うよう 、文化芸術

を通じた多文化共生の推進を図ります。

具体例 ○障害者作品展

○外国人の日本文化体験

○中央図書館でのバリ アフリ ー映画会・ 朗読会の開催
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北区版アーティ スト バンク

　 多彩な才能が集まるココキタ から 、地域へアーティ スト を派遣

し 、まちのお祭り や区内施設、区内企業のイベント 等にパフォー

マンスや楽器演奏等で花を添えます。

　 アーティスト の登録は３５ 歳以下に限定しており、若手アーティ

スト に活動の場を提供することを目的としています。

　 未来を嘱望さ れる若手と 地域を結びつけ、活力あふれる地域

文化を創出していきます。

C
o

lu
m

n

 （ 3） 文化芸術を支える仕組みづく りと 人材の育成

区民の文化芸術活動を推進するためには、その活

動を見守り、支える仕組みが必要です。

また、将来が期待される若手アーティスト を支援・ 活

用することにより、北区の文化芸術の発展のために、次

代を担う人材の育成を推進します。

①若手アーティスト 等への育成支援

北区では、若手の芸術家など 文化芸術の担い手

として、自ら成長し ようとする人材に対し 、ココキタ な

どを活用し ながら育成・ 支援を行っています。平成30

（ 2018）年から、北区版アーティスト バンクとしてココキ

タ で活動する若手アーティ スト たちの情報を集め、公

開し 、イベント 内容にあわせて、地域イベント などに紹

介・派遣を行っています。

さらに、将来、全国レベルで活躍する区民の発掘・育

成を支援するため、文化やスポーツの分野で活躍した

子どもたちを表彰する「 子どもかがやき顕彰」 を引き続

き実施します。

具体例 ★北区版アーティ スト バンク の充実

○子どもかがやき顕彰

旧古河庭園コンサート

（ アーティ スト バンク 起用）
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まちかどコンサート

　 区内のふれあい館など公共施設にプロの演奏家が出向く こと

で、身近に鑑賞できる無料の地域限定コンサート です。クラシッ

ク 音楽から 邦楽、民族音楽、子ども向けのコンサート などジャン

ルは様 。々出演は、北区在住の演奏家や新進気鋭の若手、海外

のアーティ スト などバラエティ に富んでいます。会場で活躍するの

は、区民ボランティアスタッフの皆さん。会場の設営、客席案内か

ら演奏会の司会まで、ボランティアスタッフが行っています。日々

の暮らし の中に芸術をお届けし たいという 思いを込めて開催して

います。

C
o

lu
m

n

②文化芸術活動を応援する仕組みづく り

行政だけで芸術家や文化団体の活動を支えていく

のではなく 、区民や企業、民間団体等により、文化芸

術活動を応援する仕組みづくりが求められます。

「 まちかどコンサート 」などでは、ボランティアの協力

を得て開催しているほか、中央図書館では、北区図書

館活動区民の会、北区図書館活動友の会との協働で、

歴史や映画など、文化芸術活動に親しむ機会を提供し

ています。

また、高い資質のある人が事業の企画や運営に携

わり、効果的にコーディ ネート 力を発揮するために、周

囲でサポート できる人材の発掘や確保も大切です。

具体例 ○ボランティアなどの発掘や確保

まちかどコンサート
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Ⅱ 具体化の方向

 ３  ひろがる  
  文化の発信及び機会の充実

文化芸術の裾野の拡大には、北区特有の文化芸術

の魅力を発信していく 必要があります。

本ビジョ ンの第３ の柱として、「 ひろがる」を掲げ、文

化芸術に触れる機会を拡充するとともに、北区らし い

文化を区内外に届け、北区の文化芸術をけん引する人

材の活用を進めていきます。

 （ １） 文化芸術に触れるきっかけづく り

一部のファンや愛好家のためだけでなく 、すべての

人が文化芸術の鑑賞や体験が気軽にできるよう 、入門

講座やワークショ ップの開催、芸術家との交流など、初

心者でも気軽に体験できる機会を設けます。

また、経済的な状況、時間的な制約など、様々な理

由で鑑賞の機会が少ない人にも、身近な場所で気軽

に文化芸術を体験できる機会の充実を図ります。

具体例 ○まちかどコンサート  ○北とぴあホール事業

★初心者入門講座等の開催

★初心者向け音声ガイド の導入

○家族介護者リフレッ シュ 事業

ほく とぴあ亭1000円落語
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 （ 2） シティ プロモーショ ンの推進

北区基本計画2020では、区民の誇りとなる「 北区ら

しさ」 を発見、創造し 、他の都市にはない魅力的な北

区の地域イメージを区内外に広く 発信していく と 掲げ

ています。

個性あふれるまちの景観や魅力ある公園、鉄道が

走るイメージなど、北区の文化や歴史を観光資源とし

て活用することにより、区外からも多く の人が集まるよ

う取り組みます。

①まちの景観及び観光資源の活用

毎年、区内で開催される特色のあるイベント として、

ふるさと北区区民まつり、北区花火会、赤羽馬鹿まつり、

王子狐の行列、北区さくらSA＊KASO祭りなどがあり、

区外からも多く の人たちが北区に訪れます。

また、区内の飲食店や食文化などを紹介するイベン

ト も増えていて、区外から 外国人を含む多く の人たち

が北区に来訪していることを踏まえ、今後は公園や名

所・ 史跡など、北区らしい景観を組み合せて、区内の回

遊性を高めます。

具体例 ★水やみどりと 結びついた回遊性の確保

○観光ボランティアガイド による企画型まちあるきツアー

荒川赤羽桜堤緑地
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王子狐の行列

赤羽馬鹿祭り

飛鳥山公園

旧古河庭園
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②広く 区内外に魅力を伝える情報発信

様々な機会を捉え、北区特有の文化芸術や歴史、水

辺やみどりの空間など、北区の文化資源や魅力につい

て、北区ニュースやＳＮＳなどを活用し ながら区内外に

広く 発信します。

また、北区では、令和６（ 2024）年の紙幣刷新に向け、

渋沢栄一が新一万円札の顔となることが決まったこと

を受け、令和元（ 2019）年度から渋沢栄一の功績など

を核とした北区の魅力を広く 発信してイメージアップに

つなげる「 東京北区渋沢栄一プロジェクト 」 を推進して

います。

さらに、令和３（ 2021）年1月から渋沢栄一を主人公

とする大河ドラマ「 青天を衝け」 の放映が決定し 、大河

ドラマ館の設置を予定しているため、北区への区民の

愛着や誇りの醸
じ ょ う せい

成、来訪者の増加、観光コンテンツの

開発・ 充実など、今後の展開が期待されています。

具体例 ★プレスリリ ースの効果的活用

渋沢栄一 

国立国会図書館 蔵
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 （ ３） 高い専門性や資質を持つ人材への支援

北区特有の文化芸術の魅力を発信していく ために

は、文化芸術において、高い専門性や資質を持つ芸術

家や技
わざ びと

人及び文化団体等を支援し 、北区の文化芸術

活動の発展のために、作品や映像などを区内外に広く

伝えていく 必要があります。

①全国レベルで活躍する人材の活用

名誉区民や北区アンバサダーをはじめ、文化芸術に

おいて、全国レベルで顕著な功績を残した芸術家や作

家等について、広く 情報発信します。

また、活躍した人材を表彰する「 東京都北区区民文

化顕彰」 を通じ て周知していく など、 “文化の香り高い

まち北区”をＰＲするとともに、その作品などに多く の

区民が触れることのできる機会等を創出します。

具体例 ○（ 仮称）彫刻アト リ エ館

○中央図書館ド ナルド・ キーンコ ーナー

★（ 仮称）芥川龍之介記念館の整備

○飛鳥山アート ギャラリ ー

具体例 ★芸術コ ーディ ネータ ーの発掘

②コーディ ネート する人材の発掘

地域のネット ワークが、単なる顔合わせや情報共有

に止まらず、新たな文化芸術活動を実施するための基

盤となるように、地域で幅広いネット ワークを持つコー

ディネーターを発掘し 、活動を支援します。
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中央図書館

ド ナルド・ キーンコ ーナー

飛鳥山アート ギャラリ ー

芥川龍之介

国立国会図書館 蔵
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Ⅱ 具体化の方向

 ４  つながる  
  多く の人がともに文化に関わる

「 つく る」「 そだつ」「 ひろがる」 といった各活動が円

滑に実現していく ためには、文化芸術活動に関わる区

民や団体、さらには企業や行政が、各々で行動するの

ではなく 、つながりあい、互いに協力し あっていく こと

が必要です。

そこで、第４ の柱として  「 つながる」を掲げます。

 （ １） 地域のにぎわいづく り

「 劇場、音楽堂等の活性化に関する法律」（ 劇場法）

で、劇場やコンサート ホールは、「 文化芸術を継承し 、

創造し 、及び発信する場であり、人が集い、人 に々感動

と希望をもたらし 、人 の々創造性を育み、人々 が共に生

きる絆を形成するための地域の文化拠点」と規定され

ています。

公共の施設をはじ め、その他にも文化芸術を通じ

て、多く の人が集まる空間を区内に設けます。「 する人」

と「 ささえる人」が出会い、そこに「 集まる人」が居ること

で、人と人がつながる場を増やします。

①人と人をつなぐ地域コミュニティ の形成

すべての区民が地域の伝統文化への参画や文化財

の継承のための活動等を通じ 、コミ ュニティ に参加し 、

きずなを深めることが望まれます。

地域コミ ュニティ 形成の場として、文化・スポーツ施

設をはじ め集会施設のほか、公園や商店街、飲食店な

ど、様々な空間が想定できます。

そうし た空間で、人が集い、文化芸術に触れ、発表・

参加することにより、まちのにぎわいを創出できるよう

な仕掛けが必要です。

赤羽体育館では、令和元（ 2019）年9月から11月に

かけて、日本で開催さ れたラ グビーワールド カップ
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方向

5
Chapter

Kita City, Tokyo
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Culture and the Arts
2020
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2019™ 日本大会の日本代表戦で、北区として初めてと

なるパブリックビューイングを設置し 多く の区民でに

ぎわいました。

これと同様の発想で、人と人をつなぐコミ ュニティ の

形成に資する、文化的な空間づくりを推進します。

②区民に親しまれる場の充実

公共施設だけでなく 、民間団体などが所有する場を

文化芸術活動に活用します。多く の主体をつなぎ、様々

な場で文化事業を展開し 、区民に親しまれる場所を増

やします。

 （ 2） 協働や連携等で発展する文化芸術活動

区民、文化団体、ＮＰＯ、企業及び大学など、区内で

多様な主体が協力・ 連携する体制づくりを進めます。

また、公民連携のもと、協働による事業実施が可能

となるよう 、地域のネット ワークづくりを推進します。

一方、国内外を問わず、北区と 友好関係にある都市

との間で、文化交流を展開することは、新たな文化の

創造、人材の育成及びシティプロモーショ ンの推進に

も寄与し 、 “文化の香り高いまち北区”となる効果的な

取組みです。

①多様な主体との協働・ 連携

民間団体やＮＰＯなど多様な主体が相互に連携す

ることにより、民間レベルでの文化芸術活動が盛んに

行われます。

また、商店街や産業団体、地元企業などが北区や財

団と協働・ 連携し 、さらに、日頃から地域に根ざした活

動をしている地域団体とつながることにより、地域の

ネット ワークの輪を広げることも大切です。

このよう な文化芸術活動は、多様性社会や世代間

交流、さらには北区の最重要課題の一つである「 地域

のきずなづくり」の推進につながります。

北区には、味の素ナショ ナルト レーニングセンター

や国立スポーツ科学センターなど、日本のト ップアスリ

ート の国際競技力向上に取り組むハイパフォーマンス
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スポーツセンター（ ＨＰＳＣ） があり、令和元（ 2019）年

8月にオリンピック・ムーブメント の推進等を目的として、

日本オリンピック委員会（ Ｊ ＯＣ） とパート ナー都市協

定を締結しました。

これを契機に、今後、スポーツと 文化芸術を橋渡し

する文化プログラムの実施について検討します。

具体例 ○渋沢栄一記念財団、東京北区観光協会との連携

○中央図書館と 北区図書館活動友の会との連携

★ココキタと 障害者福祉施設、大学等との連携

②文化芸術を通じ た様々な交流

北区の周辺区でも、様々な文化事業が展開されてい

ますが、北区としても周辺自治体と相互に連携するこ

とが必要です。

文化芸術を通じ て、友好都市（ 山形県酒田市、群馬

県甘楽町、群馬県中之条町） など、他自治体や、区外の

文化団体などと 連携・ 交流することは、他の地域の文

化を理解するとともに、区民の文化芸術活動がひろが

る契機をもたらします。

さらに、海外友好都市（ 中国･北京市西城区、アメリ

カ･カリフォルニア州ウォルナット クリーク市） など外国

の都市との間で、異文化交流及び文化体験を行うこと

は、国境を超えた交流にとどまらず、国際理解や多文

化共生につながります。

東京2020大会では、ハンガリー国の柔道協会及び

フェンシング連盟の事前キャンプが北区で行われるこ

とになり、選手との様々な交流が展開されています。

また、北区にある東京国際フランス学園では、区内

の小学校と交流を行っています。引き続き、包括協定を

締結している大学、区内の外国人学校や日本語学校も

含めた異文化交流等を推進します。

具体例 ○東京北区渋沢栄一プロジェ クト における深谷市との事業連携
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 １  本ビジョ ンの普及啓発

本ビジョ ンは、区民すべての文化芸術の拠り所とな

るものであることから、パンフレット や北区ホームペー

ジ、ＳＮＳなど、様々な手段を用いて広く ＰＲに努めます。

　 本ビジョ ンに基づき、北区の文化芸術を推進していく ためには、区民をは

じめ文化団体、ＮＰＯ、企業など多様な主体と連携することが必要です。

　 また、本ビジョ ンの推進にあたり、区民の声を施策に反映する仕組みにつ

いて検討します。

 第6章

本ビジョ ンの 
推進にあたって

ココ キタまつり「 ダンボール恐竜のタ マゴ 展」

Chapter

Kita City, Tokyo
Vision of 
Culture and Art
 2020
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 ２  北区全体で推進する  
  体制づく り

 （ １） 区民の役割

区民は、文化芸術に親し み、参加し 、支援し 、文化芸

術活動を通して、北区に愛着と誇りを持ち、文化の香り

高いまちを創りあげていく 主役であり、担い手です。

 （ ２） 北区の役割

区民の自発的な活動を支援するとともに、すべての

区民が文化芸術を享受できるための環境を整備しま

す。

これからは、区民及び区内の多様な主体の活動を

支えるコーディネーター役としての機能を大きく 伸ばし

ていく 必要があります。

また、文化芸術活動が、地域のコミ ュニティ の強化

や共生社会の進展、あるいは、観光や商業をはじ めと

する産業の振興と強いつながりを持っていることなど

から、今後は、文化施策の立案や推進において、他の

行政分野との連携を一層深めます。

 （ ３） 財団の役割

財団は、文化芸術に関わる事業を推進していく ため

に北区が設置し た外郭団体であり、これまでも、高い

専門性や芸術性を有し た専門家集団として事業を展

開してきました。

今後は、これまでの役割を継承しつつ、本ビジョ ン

推進にあたって中心的な役割を果たすため、多様な主

体の活動を支えるコーディ ネーターとしての機能につ

いても、その能力を活かすことが期待されます。

そのため、区との役割分担や機能強化について、必

要な検討を行います。

第6章

本ビジョ ン

の推進に

あたって

6
Chapter

Kita City, Tokyo
Vision of 
Culture and the Arts
2020
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 ３  区民の声を  
  施策に反映する仕組み

本ビジョ ンの策定後における進捗状況をモニターし 、

今後の具体的な施策に結びつけるとともに、必要に応

じ て内容を見直していく ため、区内の文化芸術関係者

によるモニター会議を設置するなど、区民の声を施策

に反映する仕組みについて検討します。

 ４  国・ 都及び 
  関係機関等との連携強化

国や東京都をはじ め、文化芸術に関する様々な団

体等との連携を密にして、協力し ながら、北区の文化

芸術活動の推進に取り組みます。

また、近隣自治体をはじ めとする他の自治体とも連

携を図ります。

浮間ヶ 原桜草圃場
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年月日 項目 内容

平成30（ 2018）年 11月29日 第1回検討委員会

・ 検討委員会の運営について

・ 北区文化芸術振興ビジョ ンの改定について

・ 国や社会の動向について

平成31（ 2019）年 1月31日 第2回検討委員会
・ 北区の文化芸術をめぐる現状について

・ 現行ビジョ ンの進行状況について

3月26日 第3回検討委員会
ワークショ ップ

・ 北区の文化芸術における強み/弱みについて

4月16日 第4回検討委員会

ワークショ ップ

・ 北区の文化のどこをどう のばすか

・ どんな仕組みなら 文化を伸ばせるか

令和元（ 2019）年 6月10日 第5回検討委員会

・ 現行ビジョ ンの取組み状況について

・ 現行ビジョ ンの位置付けと  
今後の検討のあり 方について

・ ワークショ ップのまとめ

6月12日~  

7月5日
区内文化団体アンケート 区内文化団体（ 19団体）にアンケート を実施

6月26日~  

8月7日
区内文化団体ヒアリング

区内文化団体アンケート で回答を得られた 
団体へのヒアリングを実施

7月29日 第6回検討委員会

・ 区内文化団体ヒアリングまとめについて

・ 北区文化芸術ビジョ ン  2020（ 素案・ 部分） 
について

8月1日~  

8月22日
検討委員ヒアリング 検討委員へのヒアリングを実施

8月26日 第7回検討委員会 ・ 文化芸術ビジョ ン（ 素案）について

令和2（ 2020）年 2月10日 第8回検討委員会 ・ 文化芸術ビジョ ン（ 素案）について

資料編

1.東京都北区文化芸術ビジョ ン策定経過
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2.東京都北区文化芸術ビジョ ン検討委員会設置要綱

（ 設置目的）

第1条 北区における文化芸術に関する基本的な施策の指針となる北区文化芸術振

興ビジョ ンの改定について検討するため、東京都北区文化芸術ビジョ ン検討委員

会（ 以下「 委員会」という。）を設置する。

（ 所掌事項）

第2条 委員会の所掌事項は、次のとおりとする。

（ 1） 北区文化芸術振興ビジョ ンの改定の検討に関すること。

（ 2） 前号に掲げるもののほか、前条に規定する目的を達成するために必要な事項に

関すること。

2 委員会は前項の規定による検討の結果を区長に報告する。

（ 構成）

第3条 委員会は、区長が委嘱又は任命する委員をもって組織し 、委員の構成は、別

表のとおりとする。

（ 委員の任期）

第4条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から第２ 条第２ 項の規定による報告の日ま

でとする。

2 委員が欠けたときは、補欠委員を置く 。補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。

（ 委員長及び副委員長）

第5条 委員会に委員長及び副委員長を置く 。

2 委員長は、委員の互選により選出する。

3 副委員長は、委員長が指名する。

4 委員長は、委員会を代表し 、会務を総理する。

5 副委員長は、委員長を補佐し 、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。

3 0 北 地 地 第 5 2 9 9 号

平成30年10月12日区長決裁
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（ 委員会の運営）

第6条 委員会は、委員長が招集する。

2 委員長は、必要があると認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を求め、その

意見を聴く ことができる。

3 委員会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開く ことができない。

4 委員会の議決は、出席委員の過半数で決し 、可否同数のときは委員長の決すると

ころによる。

5 委員会の会議は、公開を原則とする。ただし 、委員長が必要があると認めるときは、

これを非公開とすることができる。

6 委員は、会議で知り得た個人情報を他に漏らしてはならない。

（ 部会）

第7条 委員会に部会を置くことができる。

2 部会の所掌事務、構成、その他の運営に必要な事項は、委員長が定める。

（ 庶務）

第8条 委員会の庶務は、地域振興部文化施策担当課長において処理する。

（ 委任）

第9条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し 必要な事項は、委員長が

別に定める。

付 則

（ 施行期日）

1 この要綱は、平成30年10月12日から施行する。

（ この要綱の失効）

2 この要綱は、第2条第2項の規定による報告の日限り、その効力を失う。

別表（ 第3条関係）

学識経験者　 　 3名

文化芸術に係る団体から推薦された者　 　 7名

地域振興部長

教育委員会事務局教育振興部長
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3.東京都北区文化芸術ビジョ ン検討委員会委員名簿

（ 敬称略）

区分 氏名 所属 備考

学識経験者

永山 恵一 政策技術研究所 委員長

森下 淑子 元北区教育委員・ 元小学校長

加藤 牧菜 日本大学芸術学部

団体推薦

池亀 三太 花まる学習会王子小劇場

市原 俊明 北区民混声合唱団

花柳 琴臣 北区日本舞踊連盟

鈴木 泰三 多摩美術大学工芸学科

川崎 義昭 彫刻家（ 日展）

平塚 千穂子 CINEMA Chupki TABATA

ボブ･レナス Red たんぽぽ

区職員

浅川 謙治
地域振興部長

平成31（ 2019）年3月31日まで
副委員長

関根 和孝
地域振興部長

平成31（ 2019）年4月1日から
副委員長

田草川 昭夫
教育委員会事務局教育振興部長

平成31（ 2019）年3月31日まで

小野村 弘幸
教育委員会事務局教育振興部長

平成31（ 2019）年4月1日から
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